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要旨：自作バイオリンの音響的評価法の確立を目的として、音色に関する評価法を検討するため、
































































認知科学研究                       室蘭認知科学研究会 




















































認知科学研究                       室蘭認知科学研究会 






































認知科学研究                       室蘭認知科学研究会 





































認知科学研究                       室蘭認知科学研究会 

















図1-7  G線開放状態のLPS 
以上の比較より、「AはBよりも芯のある、像の明瞭な、厚みのある音色」という評価を与
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バイオリンの音色に関する研究                      中間岳，本間俊介，冨士川計吉 
高速フーリエ（FFT）法および 
意味微分法（SD）法による試み 
 20 
注 
この研究は、著者のうち、中間岳および本間俊介の室蘭工業大学卒業研究として実施された。 
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